様式第２号（第３条関係）
令和７年度１２月補正年度山口市スマート農業加速化支援事業実施計画書

年　　月　　日

（宛先）山口市長

　　　　

住　　　所

氏　　　名

(代表者名)
電話番号

　　　　　　　　　　

１.認定農業者の概要

	農業経営改善計画認定日
	　　　年　　　月　　　日


※農業経営改善計画認定日は、直近の認定日を記入。

２.事業の目的及び効果
	


３.事業計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	機械名
	事業量
	事業費
	負担区分

	
	
	
	市補助金
	自己資金
	借入金

	
	
	(　　　　　　　)
	
	
	


※事業費については税抜事業費を下段（　）書きすること。
４．取組目標について

（１）スマート農業機械の導入取組
①栽培データ（耕種農家）または生体データ（畜産）を活用する場合の取組内容

	導入機械
	取組内容

	
	


②環境制御（耕種農家）または飼養環境データ活用（畜産）を行う場合の取組内容

	導入機械
	取組内容

	
	


③自動運転または作業軽減を図る機械を導入する場合の取組内容

	導入機械
	取組内容

	
	


（２）スマート農業機械による経営改善等に対する取組
①導入するスマート農業機械を活用して、化学肥料・農薬・家畜への薬剤を低減する等、環境への負荷を低減する取組を行う場合

	低減する環境負荷
	取組内容

	
	


②導入するスマート農業機械を活用してデータを収集・解析し、翌年以降の経営改善に活用する場合
	収集するデータ
	収集したデータの解析及び活用方法

	
	


	③導入するスマート農業機械で収集したデータを必要に応じて山口市に提供できる場合

データの提供が可能である

	はい□　　　　　　　　　いいえ□


※提供いただくデータは、今後の山口市におけるスマート農業技術支援の更なる発展に活用します。
（３）その他

①スマート農業の活用事例等を研修会等において発表できる場合

	研修会等において発表が可能である

	はい□　　　　　　　　　いいえ□


（注意事項）

〇記入いただいた取組内容の実現可否等については、スマート農業技術カタログ（耕種農業・畜産）や提出いただくカタログ等を参考に判断します。
（用語補足説明）
・栽培データ活用：農薬利用・肥料利用・収量・食味等をデータ管理し栽培に活用すること。
・生体データ活用：システムを用いて遠隔地からでも発情・分娩・疾病などを発見すること。
・環境制御：水管理の自動化や温度・湿度等をモニタリングすること。
・飼育環境データ：畜舎内の温度・衛生状態・有害鳥獣の発生等をモニタリングすること。

